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はしがき 
 

 

 

 本書は，毎年定期的に開催している Spartan ワークショップで実施している演習(Hands-On)

の例題をまとめたものです． 

Spartan にはオリジナルの英文マニュアルが付属していますが，初めて Spartan をお使いにな

る方のために画面の映像を多用し言葉による説明を最小限に構成して本書を発行することにい

たしました．ある程度 Spartan のご利用経験のある方にも，クイックリファレンスとしてもお

使いいただけるよう編集したつもりです． 

本書をご利用くださって，研究や教育のため，より有効に Spartan をご活用いただければ幸

いです． 

本書のグラフィック表示は，Windows および Macintosh 用の Spartan ’04 を使用しています．

バージョンによって多少の差異のある場合もございますので，その旨お含みおきください． 

 

 また，本書記述内容について，お気づきの点などありましたら，何なりとお知らせください． 

 

Windows:  Spartan’04 for Windows Full Edition V1.0.3 

Macintosh: Spartan’04 for Macintosh Full Edition V1.0.1 

 

  2006 年 3 月 

 

米国法人 Wavefunction, Inc. 日本支店 
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Spartan for Windows クイックリファレンス 
ツールバーのボタン 

 新規ファイルを作成 

 既存ファイルを開く 

 ファイルを閉じる 

 ファイルを保存する 

 
ビューモードになる 
 （モデルキットパネルの消去） 

 
ビルド（分子作成/編集）モードにな
る 

 フラグメントやオブジェクトの削除 

 結合を作る 

 結合を切る 

 分子力場を使って構造を整える 

 ２原子間または結合の距離を測る 

 ３原子間または２結合の角度を測る 

 
４原子による，または３結合による
二面角を測る 

 原子の位置を固定する 

 
配座解析の設定を確認または変更す
る 

 
２原子間または結合の距離を拘束す
る 

 
３原子間または２結合による角度を
拘束する 

 
４原子による，または３結合による
二面角を拘束する 

 
複数原子の座標位置の平均による点
を定義する 

 
３点の原子位置をつなぐ面を定義す
る 

 複数の分子を重ね合わせる 

 データベース検索を行う 

 遷移構造を検索する 

 互変異性体を探索する 
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マウスの操作方法 

マウスの使い方 

 以下の機能はツーボタンマウスで使用できます． 

 マウスのボタン 

キーボード 

  

－ 選択，X/Y 軸回転，原子の置換 a X/Y 軸移動 

 範囲選択，Z 軸回転 拡大縮小 b 

 全体の X/Y 軸回転 全体の X/Y 軸移動 

 ＋ 複数の選択，全体の Z 軸回転 c 拡大縮小 b 

 

(分子作成モード) 

部分的な X/Y 軸回転 

キラル反転 a 
部分的な X/Y 軸移動 

 ＋ 

(分子作成モード) 

部分的な Z 軸回転 拡大縮小 b 

 結合の回転 結合の伸縮 

 a) ダブルクリック 

 b) 拡大縮小の操作は常に全体の分子に適用されます． 

 c) 全体の回転は回転の中心を分子ごとの中心か全体の中心かの選択ができます．この切り

替えは Options メニューの Preferences ダイアログの中で設定することができます． 


